
福岡病院での診療情報を下記の研究に用いることになりましたのでお知らせします。

睡眠呼吸障害における臨床的特徴と心理的指標との関連について

診療情報及び診療時に採取・保管された検体を用いた研究に関するお知らせ  
国立病院機構福岡病院

①　この研究の科学的妥当性と倫理性は、当院の倫理審査委員会等において厳重に審査され、承認され
ています。また、調査項目は既存のデーターであり、何らかの負担を生じることはありません。
②　具体的な研究内容を知りたい、あるいは、今回の研究に用いることを拒否したい場合には下記の問い
合わせ窓口までご連絡下さい。
☆お問い合わせ☆
　　国立病院機構福岡病院管理課
　　管理課長
住所　：　〒811-1394 福岡市南区屋形原4丁目39－1
電話：092－565－5534
FAX：092－566－0702

（お問い合わせは、なるべく、FAX又は郵送でお願いいたします。）

３．研究の概要

（個人情報の利用の目的）

４．使用する診療情報

５．使用する検体

６．病名

対象診療期間　2017 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日まで
診療情報内容：年齢、病歴、質問紙、検査結果など患者属性データ

古川　智一

研究期間（データ収集期間）2022 年 8 月 1 日より 2029 年 3 月
3１日まで

睡眠呼吸障害である睡眠時無呼吸症候群（以下、SAS）は、日中の眠
気を呈するほか、高血圧、冠動脈疾患、心房細動、脳卒中などの疾患
の危険因子となることが示唆されている慢性の疾患です。
慢性の身体疾患において、不安、抑うつなどの精神症状は多くみら
れ、病態や治療に大きく影響をおよぼすとされます。その一方で、SAS
の身体的影響やSASに対する治療法については広く研究されています
が、SASの心理学的側面、とくに不安についてはあまり注目されてきま
せんでした。しかし、SAS患者では、うつ病や不安症の頻度が高いこと
が報告されており、その病態や治療に影響を及ぼす可能性があると考
えられます。
本研究では、質問紙の情報から SAS を含む睡眠呼吸障害の患者さん
における不安、抑うつなどの心理的指標を解析し、不安、抑うつの重症
度を検討します。さらに、睡眠呼吸障害の患者さんの臨床情報を詳細
に検討し、不安、抑うつとの関連について明らかにします。
名前、住所などプライバシーに関する情報が外部に公開されることは
ありません。また、調査項目は既存のデータであり、何らかの負担（検
査や面談など）が生じることはありません。

血液、尿などの検体は使用しません

睡眠時無呼吸症候群

記

１．研究代表者

２．研究課題名


